
発酵・腸・薬草からひらく、健康の扉

【主催】
【後援】

公益社団法人鹿児島県工業倶楽部、国立大学法人鹿児島大学、九州電力株式会社、株式会社鹿児島銀行、株式会社南日本放送、日本ガス株式会社
経済産業省九州経済産業局、（独）中小企業基盤整備機構九州本部南九州事務所、鹿児島県、鹿児島市、
（公財）かごしま産業支援センター､南日本新聞社、NHK鹿児島放送局、MBC、KTS、KKB、KYT

TEL：099-225-8012　FAX：099-225-8020
MAIL：info@ikic.or.jp

TEL：099-285-8491　FAX：099-285-8495
MAIL：ksic-info@km.kagoshima-u.ac.jp

●（公社）鹿児島県工業倶楽部 ●鹿児島大学 南九州・南西諸島域イノベーションセンター

099-225-8020お申し込み

お問い合わせ

事前のお申し込みが必要です。 申込サイト（QR）・FAX・メールより、お申し込みください。

本チラシ裏面を
ご利用ください info@ikic.or.jp

https://www.krcc.kagoshima-u.ac.jp/blog/2025/09/22/syoku-sympo2025/
FAX

申込サイト

MAIL

申込フォームQR

締切：10月31日（土）まで

鹿児島大学 稲盛会館 キミ＆ケサ メモリアルホール（定員200名）

2026.11.112026.11.11 13:30-16:3513:30-16:35水水

13:40～14:20

食と健康長寿　
～現代医学の視点から～

鹿児島大学大学院 医歯学総合研究科
漢方薬理学共同研究講座 特任教授　 乾 明夫

かごしまの

参加
無料
参加
無料

健康価値

風土・産物が
生み出す

交流会

第16回 「食と健康に関するシンポジウム」

黒糖焼酎 薩摩黒膳 14:20～15:00

腸内細菌は食物繊維を
どう利用するのか　　
～ラッキョウフルクタンから考える腸の健康～

鹿児島大学 農学部農学科
食品生命科学プログラム 教授　 藤田 清貴

ラッキョウ 腸の健康

15:15～15:55

16:40～17:10

バジルからコロナ抑制物質
～かごしまの自然の力で難病に立ち向かう～

講師と参加者の
ネットワーキング

講演終了後、講師の先生方と参加者が自由に交流できる場を設けます。
名刺交換・意見交換を通じて、食と健康に関する新たな連携のきっかけを創出します。

鹿児島大学大学院 理工学研究科（理学系）
化学プログラム有機生化学 准教授　 濵田 季之

バジル COVID-19 15:55～16:35

東酒造株式会社 代表取締役社長 福元 文雄
鹿児島大学 水産学部水産学科 食品生命科学分野　准教授　加藤 早苗

黒酒 灰持酒

理（ロジック）で美味しく
～薩摩の伝統料理酒「黒酒」を科学する～



※ご記入いただいた個人情報は、当シンポジウム以外には使用致しません。
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氏名

TEL

E-mail

※当日連絡がつく番号をご記入ください ※FAX から申込された方のみご記入ください

※いずれかを○で囲んでください

※必須です。間違いのないようご記入ください
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講師との交流会　

FAX
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会場

●市電をご利用の場合

工学部前下車　徒歩1分

●バスをご利用の場合

鹿児島市交通局11番線（鴨池・冷水線）
法文学部前下車　徒歩7分

※公共交通機関をご利用ください。構内への車の乗り入れはご遠慮ください。

鹿児島大学 稲盛会館
キミ＆ケサ メモリアルホール

稲盛会館

FAX用 参加申込書 FAX送付先 （公社）鹿児島県工業倶楽部  099-225-8020

※事前申し込みが必要です　【募集締切】10月31日（土）まで
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